
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
リ
ス
ク
と

日
本
の
対
応

　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
、
法
令
等
整
備
状
況

（
Ｔ
Ｃ
）
の
勧
告
８
（
非
営
利
団
体

の
悪
用
防
止
）
に
お
い
て
、「
各
国

は
、
テ
ロ
資
金
の
乱
用
に
対
し
て
脆

弱
で
あ
る
と
特
定
さ
れ
た
非
営
利
団

体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
に
関
連
す
る
法
令
の

妥
当
性
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
各

国
は
、
そ
の
よ
う
な
非
営
利
団
体
を

テ
ロ
資
金
の
乱
用
か
ら
保
護
す
る
た

め
に
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
に
沿
っ
て
、
重
点
的
か
つ
比
例
的

な
措
置
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。

　

日
本
は
、
第
４
次
対
日
相
互
審
査

に
お
い
て
、
勧
告
８
に
つ
い
て
４
段

階
評
価
で
最
低
の
Ｎ
Ｃ
（
不
履
行
）

の
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
勧
告
８
で

Ｎ
Ｃ
で
あ
る
の
は
、
Ｇ
７
で
日
本
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、

内
閣
府
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
注
１
）

の
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
た
め
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
」（
注
２
）を

作
成
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
に
よ
る
国
際
基
準

や
日
本
の
関
係
法
令
を
踏
ま
え
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
役
職
員
が
、
自
ら
の

法
人
が
テ
ロ
リ
ス
ト
へ
の
資
金
供
与

に
悪
用
さ
れ
な
い
た
め
に
す
べ
き
こ

と
を
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
指
摘
は
、

政
府
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
リ
ス
ク
の
特

定
・
評
価
を
実
施
し
、
リ
ス
ク
に
応

じ
た
監
督
等
を
持
続
的
に
行
う
こ
と

を
求
め
て
お
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
公

表
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
注
３
）
に
基
づ
き
事
業
報

告
書
の
作
成
・
提
出
等
の
義
務
を
負

う
が
、
書
式
等
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
ま
た
は
指
定
都
市
の
条
例
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
28
、
29
条
）。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
吸
い
上

げ
て
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
を
行
い
、

リ
ス
ク
に
応
じ
た
監
督
を
行
う
枠
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　

犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
で

も
、「
我
が
国
の
非
営
利
団
体
が
テ

ロ
資
金
供
与
に
利
用
さ
れ
た
事
例
は

な
く
、
ま
た
、
利
用
さ
れ
る
リ
ス
ク

も
総
合
的
に
低
い
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
非
営
利
団
体
に
よ
っ
て
は
、

テ
ロ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
国

・
地
域
等
で
活
動
し
た
り
、
海
外
パ

ー
ト
ナ
ー
等
に
送
金
を
行
っ
た
り
す

る
団
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
営
利

団
体
が
テ
ロ
資
金
供
与
等
に
利
用
さ

れ
な
い
よ
う
に
リ
ス
ク
に
応
じ
た
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

う
必
要
が
あ
る
」（
注
４
）
と
指
摘
し

て
い
る
。

　

第
５
次
相
互
審
査
に
お
い
て
Ｌ
Ｃ

（
お
お
む
ね
履
行
）
以
上
の
評
価
を

得
る
た
め
に
は
、
事
業
者
の
リ
ス
ク

評
価
を
行
っ
た
上
で
、
リ
ス
ク
に
応

じ
た
監
督
と
、
問
題
の
あ
る
事
業
者

に
対
す
る
行
政
処
分
を
可
能
と
す
る

「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
で
の
監
督
」
が
求

ＫＰＭＧ／あずさ監査法人
金融アドバイザリー事業部　
エグゼクティブ・アドバイザー

尾崎 寛

日
本
の
マ
ネ
ロ
ン
対
策
、
次
の
一
手

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、環
境
犯
罪
と
マ
ネ
ロ
ン

【
連
載
】
第
12
回
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め
ら
れ
る
。

環
境
犯
罪
と
マ
ネ
ロ
ン

　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
２
０
２
１
年
６
月
に
、

「
環
境
犯
罪
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー

ト
（
注
５
）
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
環
境
犯
罪
に
つ
い
て
普
遍
的

な
定
義
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
違
法

な
野
生
動
植
物
・
森
林
資
源
・
鉱
物

の
取
引
や
悪
質
な
廃
棄
物
投
棄
等
の

環
境
犯
罪
は
非
常
に
収
益
性
の
高
い

犯
罪
の
一
つ
で
あ
り
、
汚
職
、
脱
税
、

麻
薬
取
引
等
の
他
の
多
く
の
重
大
な

組
織
的
犯
罪
と
結
び
付
い
て
い
る
と

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
レ
ポ
ー
ト
で
は
環
境
犯

罪
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
犯
罪
収
益
と
合
法
な
収
益

と
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
た
め
の
フ
ロ
ン

ト
企
業
の
使
用
、
実
質
的
支
配
者
を

隠
匿
す
る
た
め
の
実
態
の
な
い
会
社

の
使
用
、
貿
易
を
偽
装
し
た
犯
罪
収

益
の
移
転
、
犯
罪
収
益
を
移
転
す
る

た
め
の
金
融
機
関
の
悪
用
等
を
挙
げ
、

加
盟
国
政
府
や
金
融
機
関
に
注
意
喚

起
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
環
境
犯
罪
に
関
す
る
マ
ネ

ロ
ン
対
策
に
お
い
て
各
国
が
優
先
し

て
取
り
組
む
べ
き
事
項
も
挙
げ
て
い

る
。
国
内
に
天
然
資
源
産
業
が
な
い

国
で
あ
っ
て
も
マ
ネ
ロ
ン
の
脅
威
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
マ
ネ

ロ
ン
対
策
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
が
求
め

る
基
準
を
各
国
が
完
全
に
履
行
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、
リ
ス
ク
認
識
を

共
有
す
る
た
め
に
官
民
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
等
を
加
盟
各
国
に
慫
し
ょ
う

慂よ
う

し
て
い
る
。

　

日
本
国
内
に
お
け
る
環
境
事
犯
と

し
て
は
、
廃
棄
物
事
犯
、
動
物
・
鳥

獣
関
係
事
犯
等
（
注
６
）
が
あ
る
。
環

境
事
犯
を
前
提
犯
罪
と
し
て
検
挙
さ

れ
た
マ
ネ
ロ
ン
事
犯
に
は
、
無
許
可

で
産
業
廃
棄
物
の
処
分
業
を
営
む
者

が
、
建
物
解
体
工
事
に
よ
り
生
じ
た

産
業
廃
棄
物
の
運
搬
処
分
を
受
託
す

る
こ
と
で
得
た
犯
罪
収
益
を
、
他
人

名
義
の
口
座
に
振
込
入
金
さ
せ
た
事

例
が
あ
る
（
注
７
）。

　
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対
日
相
互
審
査

に
お
い
て
は
、「
一
部
の
環
境
犯
罪

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
25
条
、
鉱
業
法
１
４
７
条
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
57
条
の

２
、
お
よ
び
森
林
法
１
９
８
条
に
よ

っ
て
犯
罪
化
さ
れ
て
い
る
」
も
の
の
、

「
違
法
伐
採
、
違
法
漁
業
、
野
生
生

物
の
不
正
取
引
等
そ
の
他
の
環
境
犯

罪
が
前
提
犯
罪
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
実
証
し
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て

い
る
（
注
８
）。
環
境
犯
罪
に
お
け
る

前
提
犯
罪
の
カ
バ
ー
範
囲
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
や
、
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策

に
お
い
て
環
境
犯
罪
に
十
分
な
力
点

が
置
か
れ
て
い
な
い
と
の
懸
念
が
指

摘
さ
れ
た
。

金
融
機
関
の
留
意
点

　

す
べ
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
マ
ネ
ロ

ン
等
リ
ス
ク
が
一
律
に
高
い
わ
け
で

は
な
い
。
金
融
機
関
は
、
何
が
高
リ

ス
ク
取
引
や
疑
わ
し
い
取
引
な
の
か

を
、
継
続
的
顧
客
管
理
の
中
で
見
極

め
た
上
で
判
断
す
べ
き
だ
。
リ
ス
ク

に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
環
境
犯
罪
に
つ
い
て
も
、

金
融
機
関
か
ら
見
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
資
金
の
流
れ
が
疑
わ
し
い
の
か

を
整
理
し
、
よ
り
積
極
的
に
官
民
連

携
し
て
参
考
事
例
と
情
報
の
共
有
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

（
注
）１　
日
本
に
お
い
て
は
、
公
益
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
学
校
法
人
、

宗
教
法
人
、
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法

人
が
、
こ
の
非
営
利
団
体
に
該
当
す
る
。

２　

https://w
w

w.npo-hom
epage.

go.jp/uploads/c4e197cd17ca87f
784904cc54b173641.pdf

３　
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成

10
年
法
律
７
号
）

４　
国
家
公
安
委
員
会
「
犯
罪
収
益
移

転
危
険
度
調
査
書
（
令
和
４
年
版
）」

58
ペ
ー
ジ

５　

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
レ
ポ
ー
ト
「M

oney 
L

aundering from
 E

nvironm
ental 

C
rim

e

」（
２
０
２
１
年
６
月
）

６　
森
林
法
違
反
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
違
反
、
水
質
汚
濁
防
止
法
違
反
等
の

ほ
か
、
動
物
愛
護
管
理
法
違
反
、
鳥
獣

保
護
管
理
法
違
反
等
の
動
物
・
鳥
獣
関

係
事
犯
で
あ
る
。

７　
前
掲
（
注
４
）
22
ペ
ー
ジ

８　
「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対
日
相
互
審

査
報
告
書
（
日
本
政
府
仮
訳
版
）」
１

８
７
ペ
ー
ジ

金融財政事情 2023． 7． 453


